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本 企業における 月 

一研究開発のインプ、 ソトと アクトプットの 代替   補完 梼係 

0 森山幸司，渡辺 千穏 ( 東工大社会理工学 ) 

序 

製造業の付加価値の 15%, 研究開発の 30% 沌を占め、 日本 

産業をリードする 電 械 産業 は、 他の先進国に 比べて営業 

利益率は低位にとどまり、 バブル崩壊後から 景気回復局面に 

あ る現在に至る 流れを見ても、 引き続き低迷の 一途をたどっ 

ている ( 図 1-%) 。 しかし、 その中でも、 キャノン、 シャープ 

等に代表される 中堅企業の中には 近年、 バブル期並み、 あ る 

いはそれ以上の 収益 力 を身につけ、 それを持続し 続けている 

企業も現れ始めている。 

これに対して。 日立。 松下などの伝統的な 大手総合電気 機 

械 企業は。 バブル期における 高 営業利益率とは 好 対照に。 お 

しなべて低利益率をかこっている。 最近 - 部復調のきざしさ 

見せるに至ったとぼ 言え。 20 鈍一 20 ㈱のⅨバブル 崩壊後は 

中堅企業との 好 対照がとくに 顕著であ る ( 図五セ ) 。 

このように。 日本産業をリードする 代表的なハイテク 企業 

は 、 電気機械に見られるよ う に @ 収益の 2 種化」を示すに 至 

  る
 

 
 つ

 
@
 

014@ r 

舶 パフル期日 卯 年代 wlTl@ フル崩壊後 

緩説 
以上の背景分析から。 鮮明に示されるポスト 情報化社会の 

とば口に立つたハイテク 企業群の技術経営における 注目す 

べき潮流 は 。 今後、 日本企業がポスト 情報他社会に 向けて国 

際的競争力を 発揮。 持続しても、 くための条件として 次の 3 方 

向が不可欠との 仮説を示ずものであ る。 

    ポスト   清報 化社会に向けての 技術経営規範として。 研 

  

  

  

  

  

  
究 開発強度 ( 鰍 ⑨ 等尺綾腰 のインプット 重視から研究開 

営業利益率 ( 瑳妖 ) 等 駝 冷 め アウトプット 指 

・ンサーフ 

向への転換。 
日立松下など 大 
手総合買窩 

2.  このためには 自前の良 鰍 D 主義一辺倒から 継続的な学 

習を " てこ "@ こした外部技術の 効果的獲得へのシフト。 

    3.  これは、 国際的な市場学習を 通じて日本型同質企業群 

上げよ を 2 種化し、 伝統的な同質企業群を 前提とした技術経営 

位 2 推移 ね銘 7--20% ノ   から異質企業間の 共進化を追求した 技術経営への 転 

存鱗究 レビュー 

榊原。 辻本 は ㈱ 3) ほ 日本企業の技術戦略とその イ / ベ -- 

ション課題の 変化及び研究開発マネジメ シト の特徴を調査 
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し 、 なぜ研究開発の 効率性が低下したのかその 理由を分析し 

ている。 アメリカ企業と 日本企業の技術戦略の 違いについて 

まず調べ 、 アメリカ企業には 設備投資と研究開発投資の 好 循 

環が見られるとしている。 一方、 日本企業のにおいては 研究 

開発志向を強め、 企業が内向きになり 技術戦略の閉鎖性が 強 

くなったという 結果を得た。 

外部技術獲得に 関して、 Ⅵ uge 油 s(1997) はフランドルの 

良 洗の活動が活発な 企業の外部 衰及 D 活動と内部 R 使 D 活動の 

間の相互作用について 分析した。 企業の規模、 多角化の程度。 

企業の所有形態、 外部技術の獲得の 機会の有無を 変数とした。 

研究開発部門がきちんと 存在し、 フルタイムの 研究開発スタ 

ッフ がいる企業については 共同の 究 開発。 外部との研究開 

発契約は内部の 研究開発活動に 対して、 良い影響が認められ 

る結果が得られた。 また、 薫 れぬ鍵 dA 

丘 ventedHe て re,e) シンドロームについて 分析した。 プロジェ タ 

トバループと 外部の人間とのコミュニケーションが 在籍 期 

間 によってどの 程度減少するのか、 どの程度在籍期間によっ 

て パフオーマンスが 低下するのかを 分析した。 そして。 持続 

力 あ るプロジェクトチームを 作る方法を提案した。 

) ぼ 提携と不連続技術変化の 関 

係についての 分析を行っだ。 新 パラダイム時代において 成熟 

産業における 技術の変化について、 不連続変化であ りそれへ 

の対応が鍵であ るということで 皆が一致している。 そういっ 

た状況で、 なぜ、 不連続技術変化によって 技術を習得するた 

め企業を提携へと 向かわせるのか、 技術の不連続変化のさま 

ざまな過程の 中でどのように 提携を用いる 動 

のかを分析した " 

ctot 櫛 ㎏ T ㏄ 鉾 ㎡ 2 ㏄のほ企業に 自社の「覚部技術 

獲得」。 ; 内部研究開発の 状況」及び r 製品のパフォーマンス」、 

r 市場での パ プオー - マンス」 、 r 財務上でのパフオーマンス」 

に対してのアンケート 調査を行い、 @ 外部技術 

の パフオーマンス、 「内部研究開発の 状況」と 3 つのパフオ 

ーマンスの関係について。 回帰分析により 計量的に分析した。 

その結果 は 、 @ 部研究開発」 ぼ 3 つのパフオーマンスに 正 

の影響を与えていることが 観察きれたが、 i 外部技術獲得 @ 

は有意でなくかつ 負の影響があ ることが示された。 しかし。 

技術の変化の 速いセクタ @ では時間が大切で 外部の技術を 

獲得することに は 意味があ るとも述べている。 そして、 自ら 

の研究開発に 力を注ぎながら、 外部への視野を 広く持っこと 

の重要さを訴えている。 市場学習効果については、 ぬ瀋 Ⅳ 

byDomn ダの 啓発 来 多くの研究が 

、 Cohen 獅 dL,evin 齢団 (1990) 等によって 、 

技術のスピルオーバ - 効果との関係も 分析されてきている。 

ブルームバーバデータから 得たデータは㏄㈱ 年から㏄ 

年の データであ り、 それ以外の分析期間内のデータは 各社の 

アニュア ル レポート。 日経財務データを 参照した。 

企業の技術進歩組は 収益の研究開発への 股 

上高に対する 収益性 ダに 依存するので " 次のよ 引 こ 表 ぜる。 

- 拝は @ ダソ 
く恩 -n 》 

2 次項までテーラー 展開すると 

姦 足弱 7 
(4-2 》 

9 。 あ ， C, 己 係数 

ここで 肪 W, 廉 Ⅹ。 廉ず をそれぞれ ( 全要素生産性 ), 

紺 01( 営業利益あ たり研究開発費 ) 。 0I@S( 売上高営業利益率 ) 

で表すと企業の 技術進歩 は、 

洩 

TF@ FzP が 

( 召 -3j 

で 示すことができる。 このダイナミズム ほ 図 4-1 のように 示 

される。 

  



TFP: 全要素生産性 ; 0 俺 : 売上高営業利益率 : 甜 S: 売上高研究 

開発投資 ; 田 01: 嘗糞利益に対する 研究開発投資 

① 即 さほ 営業利益率               営業利益の R への再投資 ( 田 0 り 

のダイナミズムを 形成 

                        ズム は、 技術進歩率 は下戸成長率 @ と 共進化し 

つつ展開 

    高 収益企業の 時 P は   

イ ) 0I@S 、 田 TO の精妙なバランス 

口 ) %S と 0 を佃の代替・ 補完関係 

にセンシティブであ ることを示す。 

究 開発投資 ) の 磁撰 弾性   値 」 の によ 

り共進化が検証。 また、 こののぼ、 競争力に依存する。 

穴 / ぷ = 孫 ・をの ダ / 穴 ㌻   
㎞ 衣 / 夕 = ㎞ 刀 + ぽ ㎞をのす 7%) 

Ⅰ ぷ ， 卍 二ム 笠冗 ㌢ ノ TFP 尹 

汐 二 %+ 互 +@: モア 干仮シ く 4-5 》 

  

    

であ ることから 

抄 = 乙 七 %+ ㏄・ 招ダ 十が・ 招 Ⅹ㏄ 
  

  

極小 ( 大 ¥ 値をとる時の ズ @ さ 似ト の 式を満たす。 

以上の式展開から。 技術経営黍道の 2 種 ィヒ が観察できる ， 

結果 

回帰結果， ま式 @5-1) 

㎞ 月 Ⅰ・ y 目一 3.06@+( 一 0 ・ @08-0.095 ぬ のⅠ 7% 》㎞の ヱ / 穴 60 ・ 5 うつ， 干 0.48 枠 D,     

軌 : キ 一ェンス、 ファナック、 ローム、 

( 売上高営業利益率が㈹ % 以上と他を圧倒 ) 

瑳 : 東京エレクトロン、 松下 ( 詔 9 が大きい ) 

ぽ趨 ・ ゑ， ， 0.7 弱 
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その結果 は 表 5 パの 通りであ る。 

この結果を基に 式を回帰。 
          

の， : キ 一ヱンス、 ファナッタ、 ローム。 村田、 京セラ 、 ギヤ 

ノン、 リコ @  ( の 訊輿力 ; を以上 ) 

C 。 東芝、 三菱 @ 月 箆れ乃グ孔れ ㌢が 大 ) 

" 綾が 幸 08% 

び -2) 

この結果を基に 各企業の技術経営黍道を 描く。 ( 図 5- め 

キ一ヱンス ー O.f62 

フアナ ッ ウ -0.47 

ローム -0 ・ 39 

輯園 ， 0.33 

京セラ "0.32 

-0.2% 

リコー 禰 ・ 22 

セ イョ 一ェプソン -0 ・ 09 

シヤープ 拍 カ 9 

ー洋 。 0.OS 

田 ・ 05 

俺で 4 

三菱 0.03 

NEc 0.0 る 

ソ 一 一 一 0.06 

立 0.06 

土通 0.07 

産 0.OS 

松下 0.23 
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フフナン ク キ一エレス     
                  

ひ が 

" キヤノンは グ ミ一変数により 曲線から大きくずれているためそれ 

を考慮し。 他の ダミ 一変数を用いた 企業 は 

結 

研究開発のインプット @ 鰍 ⑨に対するアウトプット ( 窮麓 

の 弾性 値の 2 極 化が観察された。 

インブットとアウトプットの 関係が代替。 すなわち弾性 値 

が負の企業 群と インプット と アウトプットの 関係が補完、 す 

なわち弾性 慎が 正の企業群に 分かれる。 

この 磁穣 の 朗ぎ 代替。 補完のスキームとして 考えられる 

のほ図 6- を に 示 す 場合であ る。 代替企業群 は 変動費および 固 

することなく 衣を削減し、 それによって 卸を増 

加きせている。 補完企業群のうち。 リス㌔うによって 

増大させるほど。 の 尹 およびの 1 ぽの おだ 補完が大きくなる。 

また。 代替企業群の 場合、 獲得覚部資源 刀が 大きいほど、 

代替が大きくなる。 

- 方、 補完企業群 は 変動費および 固定 を 削減して研究開発 

投資 ( 丑 ) を増大させることによって 減少した営業利益率 (0J) 

を、 さらに変動費および 固定費を削減させることによって 確 

保している。 ひ の増加分 月は どのように獲得したのか。 それ 

は、 市場学習努力によって 獲得した幹部資源と 考えられる。 

企業 は 独自の技術ストックを 資本として、 社内またほ社外に 

おいて外部資源を 獲得する。 そして，その 獲得経験に基づき、 

学習による獲得経験を 蓄積していく " 

技術経営黍道はの 鰍 究の水準によって 決定されて。 る 。 

む荊汗とぷ冗汽 p,/ 免 E ㌢の関係ばあ る一定水準までの 銘篆が 高ま 

ると Z 免れ アゾ 用れ ダ が触発されるが。 あ る水準を越えると 乃 

餓死 ゾ簗 ㌍が抑制される 状況が観察される " 

冊   s 牽引 ( 内部での吸収 @ のゥ宜 牽引 @ 外部からの吸収 ) 

", 。 Ⅸ   ，， " 冗 。 篠 ; 。 肱 ， 努     て "7 千 ヂ 
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